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たの あんぜん 

あそ 

 

みなさんが こうえんで あんぜんに たのしく ゆうぐや ひろば

で あそぶためには ルール があります。 

この パンフレットには その ルール がのっています。 

どんなところに きを つければ いいのか みんなで チェック 

してみよう！ 

 

＜１＞ 

このパンフレットは、１～３ページは幼児・低学年向け、４ページは保護者・大人向けとなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ルールをまもってあそべば

たのしくあそべるよ 

あそぶまえに、かならずチェックしよう 

□どこで、だれと、なんじまであそぶかをいえのひとにいってでる。 

□あそびばまで、あんぜんなみちをえらぶ。 

□からだのちょうしのよくないときは、あそばない。 

□てんきのわるい日
ひ

はあそばない。カミナリがなればあそばない。 

これだいじ！ 

＜２＞ 

□パーカーの 

フードは 

ひっかかるよ！ 

□ふくのまえを 

あけていると 

ひっかかるよ！ 

□ヒモつきのふくやてぶくろ、 

マフラー、水
すい

とう、カバンを 

つけたままであそばない。 

ゆうぐなどにひっかかり 

たいへんキケンだよ！ 

あそぶまえに、ふくそうをチェックしよう 

こんなふくはキケンがいっぱい！ 

□こうえんは、みんなのものです。

こわしたり、よごしたりせず  

たいせつに つかいましょう。 

 

 

□ゆうぐにのるときは、じゅんばんに 

ならびましょう。 

 

 

□ちいさなこどもに、きをつける。 

 

 

 

□こわれたゆうぐではあそばない！ 

 

 

たのしくあそぶためのルールをチェックしよう 

□ぬげにくいクツをはいて、 

クツひもは、しっかりと 

むすぶ！ 
たいへんキケン！ 



すなをかけては 

だめだよ！ 

□われたびんのはへんにちゅういする 

□ひとにすなをかけない 

□イヌやネコの 

ウンチに 

ちゅういする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ぶらさがらない ブランコ 

○あわてないで、近
ちか

くのおとなにしらせよう！ 

○友
と も

だちがたすけをよぶあいだ、つきそってあげる。 

○けがをした人
ひ と

はうごかさない！ 

 

ゆうぐのあそびかたをチェックしよう 

□おりぐちで 

あそばない 

□はんたいから 

のぼらない 

□うえでふざけない。 

ひとをおさない 

 

□まえの人
ひと

がすべり 

おわってからすべる 

 

すべり台
だい

 

 

□とびおりない 

すなば 

□くさりに 

イタズラ 

しない 

もしもケガをしたら？ 

□とびらをあける

ときは、まわりに

きをつけながら

ゆっくりあける 

すなばのフェンス ココちゅうい！ 

すぐくるよ！ 

 

＜３＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～公園での２つの危険を知ってください～ 
 
公園は子供たちの大切な遊び場で子供同士のコミュニケーションの場でもあります。また子供たち

は、その公園での遊びを通じて自らの限界に挑戦し、自己の心身の発達や、創造性や主体性を向上さ
せてゆきます。 
子供が公園で遊ぶには危険が伴いますが、その危険は「リスク」と「ハザード」の二つの危険に分

けられます。 
 
 
 

遊びの中の冒険や挑戦の対象となる遊びに
伴うある程度の危険のこと。リスクを経験して
いくことで、危険に関する感受性や事故への回
避能力を高めていきます。 

 

リスクとは？ ハザードとは？ 

遊びとは無関係でその場にあってはならな
い危険のこと（物的ハザード）。遊ぶのに不適
切な行動や服装などがあり、これらは事前に取
り除く必要があります（人的ハザード）。 

～見守って下さい (乳幼児や幼児には保護者が同伴するようにしてください)～ 

子供は遊びを通じて危険を学び、より大きな危険を避ける能力を身につけます。ケガを恐れるあまり子供か
ら「遊びの楽しみ」を奪わないように、子供に安全な遊び方を教えてあげてください。 
ひとりひとりの子供の運動能力に合わせて「手が届く」「声が届く」「目が届く」範囲から見守ってください。

特に、３才未満の乳幼児や３～６才くらいの幼児には保護者が同伴してください。年齢表示シールを参考に遊
ばせてください。 
 

～子供たちに教えてほしいこと・注意してほしいこと （不適切な行動や服装をさせない）～ 
 

 

○どこで、だれと何時まで遊ぶかを家の人に伝える。 

○遊び場まで安全な道を選んで行く。 
○体調のよくないときは遊ばない。 
○日射病や光化学スモッグ情報に注意する。雷が鳴れば遊びをやめる 

 
 
 
○壊れたり、修理中、使用禁止の遊器具で絶対遊ばない。 
○遊び場に石ころやガラスのかけら等があれば取り除く。 
○締め付けの恐れがあるので、ひも付きの服や手袋、マフラー、水筒、カバン、ランドセルなどを着けた
ままで遊ばない。 

○引っかかる恐れがあるので、上着の前を開けたままで遊ばない。 
○脱げにくい靴をはき、クツひもはしっかり結んでおく。 
 

 
 
○乳幼児や幼児は大きい子供たちとべつの場所で遊ぶようにする。 
○１人で遊べないような小さい子どもを無理に遊具で遊ばせたり、明らかに年齢不適合な遊具で 
遊ぶことは危険を伴うので、年齢にふさわしくない遊具では遊ばない。 

○遊具で遊ぶときは、順番を守る。前の人を押しのけたり、突き飛ばしたりしない。 
○遊具と遊び場を大切に。遊び場を汚さない、壊さない。 

 
 
 
○遊び方は、2ページ、3 ページに記載しています。 

 

遊ぶ前に気をつけること 

遊ぶ前にチェック 

遊ぶ時の注意・約束 

遊器具の遊び方 

※ 遊具の異常等にお気づきになられた場合やお問い合わせは、公園事務所までご連絡ください。 

公園事務所の連絡先はこちら↓↓ 

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000082275.html 

＜４＞ 


